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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・12/19(月)看護グル―プ内研修　17:15～　上級対象:看護管理について

・12/20(火)21(水)第6回院内研修　17：30～　場所:メモリアルホール

・12/21(水)青陽館行事『クリスマス会』

・12/21(水)見学希望者あり。詳細については、後日三浦SWより情報提供あり。
・12/21(水)16：00～ユーティリティで看護グループミーティングがあるので、担当者は出席するように。

・12/22(木)豊島Dr.休み。

・12/22(木)13:00久保興介様　見学予定。

・1月分テキスト締切12/23(金)。

・疾患別診療計画書の提出と処理について
デイナイト、ナイト利用者の12/30付は、12/23までに、小嶋SGMへ提出すること。担当医の評価後、1/5までに利用者様のサインをもらいカルテへ綴じる。

　　その他、デイ、デイナイト、ナイト利用者の1/1付のものは、1/6までに、利用者様のサインをもらう。

・利用者様のケアアセスメントの実施後、関係機関スタッフを交えて評価のすり合わせを行なっている。本日は、高柳和子様、田名部一樹様を実施している。

＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子様～12/14(水)定期訪問実施。障害年金が1級から2級へ変更となった為、生活できるか心配している。訪問スタッフと生活費の計算を行い、家賃27,000円、ガス代約2,800円、水道代約3,700円、電気代約2,300円、灯油代約3,500円、国保税3,00円、食費約40,000円、合計82,300円となっている。金額がでたことで、生活の中で削れるところは考えていく様子を話している。12/17(土)青明舎の入浴を利用している。
・我満奈津紀様～12/17(土)定期訪問実施。体調について、「おにぎり1つ食べても胃がジリジリする」と話している。他には、火災保険の更新契約を行なったことや娘様が自分の父親と住むことになった時の生活保護費についての話がある。娘様が2月から自分の父親と住むことについて、父親は卒業が決まっていれば住むことは了承しているとのこと。デイケア利用については、「用事がない以外はいっている」と話している。
・平　京子　様～12/18(日)定期訪問実施。体調については「12/9に風邪気味で1週間分薬をもらった」と話している。ヤマダ電機から電気ストーブを購入。自室内は整理整頓がされており、ミカンが1箱置いてあるのが見える為、摂取状況を確認すると、毎日夜に2個ずつ食べているとのこと。食事について野菜摂取内容を確認すると、前日の野菜はレタス1枚だけ、訪問時の朝食はパン1枚のみと話す。本人は採血の結果は落ち着いていると話している。12/23の餅つき行事を楽しみにしているとのこと。
・前野　義勝様～訪問時に起きたようで、下着姿で出てくる。訪問前に電話連絡をしていたが、着信に気が付かなかった様子で「おかしいな」と話している。携帯電話はマナーモードになっており、解除方法が分からないとのこと、また、留守番電話の操作も分からないとのことで訪問スタッフが教えている。体調について、「腰の調子は良くなってきた。歩いていたら良くなった」とのことで、痛い時のみ受診していると話している。仕事ではチラシ配りで田面木郵便局の上の方まで行かなくなったので良くなったとのことで、睡眠は、眠れていて問題はない。

＜グループホーム利用者様情報＞
・坂本　健治様～膝の痛みがあり12/12(月)奥寺整形外科をスタッフ同行で受診している。レントゲン検査実施し、異常はない為、湿布が処方される。デイケアの利用中止を希望しており、12/15(木)の担当医面談にて、本人から今後の希望を伝えている。希望内容は、就労:週5回、訪問看護:隔週、受診:3～4週間に1回である。決定内容ではない為、次回デイケア利用時に確認を行っていく。

・冨田　紀子様～自室の鍵の不具合があり開けにくいとのことだが、その際はスタッフが対応しているとのこと。
・船場　幸子様～左手首、下腹部、内腿周辺の湿疹は治癒してきている。本日、北村皮膚科受診し、次回12/28(水)受診予定。
・田名部浩平様～12/13(火)にて訪問看護が終了となる。その為、デイケアの利用は週5回となる。
・淡路智恵子様～自分の担当スタッフが辞めたり異動したら、老人ホームのこと等今後のことはどうなるか、担当スタッフに不安を訴えている為、きちんと引き継ぐことを伝えている。上記は世話人へ情報提供している。
・村上　元道様～ナイトケアの特定男性スタッフへ、ノートに書いた内容を見せている。内容でおかしい所があれば教えてほしいことや感想を聞いてくる。内容は医療のことや社会のことで、それ程、的外れなことは書かれていない。書いている内容は他の人には見せないでと要望がある為、今後も同じ対応をしていく。上記は世話人へ情報提供している。
＜利用者様情報＞

デイケア

・松川　順子様～本日より正式利用を開始している。定時に来所され、特に緊張している様子は見られない。社会福祉協議会の方が取りに来る書類を持参され、スタッフに預けている。プログラム開始時間には移動し準備が出来ており、時間をみながら行動している。また、入浴利用や洗濯も行い、特に質問等は聞かれない。
・澤口　利香様～12/16(金)家族より架電があり、昨日体調が思わしくなく、自宅にて暴れ、その後多量に服薬し眠っている状態なので本日は欠席しますと連絡ある｡本日来所している為、体調を確認すると「大丈夫です」と表情良く話しており、不調の訴えはない。何かあったら直ぐに相談して欲しいことを伝えると「はい」と返答している。

デイナイトケア

・袴田　淑子様～青風荘より情報提供あり、昨日夕食後薬服用後、空包を決められた袋に入れる際、錠剤が１錠残っており声掛けにて服用している。服薬する際にきちんと薬が残っていないか確認するよう指導しているとのこと。
本日、通所での昼食後薬服用は特に問題は見られていない。

・倉橋　生子様～青風荘より情報提供があり、昨日21:20「歯医者に行きたいんだよ」とカウンターに来ている。「右下奥歯にかぶせ物をしてたんだけど、それが取れそのままにしていたらそこの肉が硬くもり上がってきたんだよ。痛みは無いが行ってみたい。先生がどのようにするっていうのか聞いて治療するか決める」とのこと。スタッフの都合の良い日でいいので行きたいと話しており、検討する事を伝えると了承している。
・稲垣　フキ様～本日、整形外科を定期受診している。肩が凝ると訴え、チザニジン(朝･夕)56日分が追加処方となる。

ナイトケア

・鹿原　博夫様～12/16(金)ぼんやりとした表情で来所しているが、本人が１人になる場面でも独語は聞かれていない。調理教室が始まると、自分から参加しており、スタッフからケーキの調理を促されると、自分で道具を準備し、調理することが出来ている。終了後感想を尋ねると、表情良く「美味しかったから良かった」と話している。

＜外来情報＞
・田中　一　様～担当医に通所から薬の配達の都合に合わせれる形の処方へ変更を依頼していたが、本人が変更すると色々と不都合が生じるとのとのことで希望せず、変更はしないこととしている。
・下口　政子様～特に変化なし。
カンファレンスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　実施日：H28年12月19日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：戸賀沢

　　　　　　　　　　　　参加者：小嶋、慶長、馬場、佐々木、戸賀沢

検討内容　

	氏名
	細谷地　与蔵様
	性別
	男
	年齢
	54歳
	生年月日
	S37年7月23日

	主病名
	脳血管性認知症
	合併症
	高血圧症　（多発性脳梗塞の既往あり）

	治療方針（医師の指示）
	日中活動・生活リズムの維持。

プログラムや社会的交流を通じて、認知症の進行を予防する。

	本人希望
	就労希望（作業所への移行を希望）

	家族希望
	就労希望（作業所への移行を希望）

	入院歴
	青森労災病院　1回（最終：H16年6月6日～H16年6月21日）

※脳梗塞にて入院治療を実施

	通所歴
	1回目

※今回：　H26年6月9日～現在（週2回/月・金曜日）

	その他サービス利用
	認知症対応型通所介護「結び家」　利用中（火･木曜日/週）

	住居：

妻の実家（田面木）
	家族構成：








※6人兄弟の6番目（次男）。

※両親とも亡くなっている。

	利用制度
	障害厚生年金2級　受給中

自立支援医療費制度　（上限5000円）受給中

介護保険　（要介護1）

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	認知症の進行を防止する。
	①脳活性化プログラムに自発的に参加する。

②忘れずに昼食後薬を服用する事が出来る。
	①-1 声掛けにて拒否なく、脳活性化プログラムに参加する。

①-2 15分間継続して作業を行うことが出来る。

②　自身で昼食後薬を服用する事が出来る。
	①-1 脳活性化プログラムに集中して取り組む事が出来る。スタッフは参加状況を確認し、出来ていない時には声掛けをする。

①-2 作業を15分間継続して行う。スタッフは始まる前の声掛けと作業状況を確認し、必要に応じて声掛けをしていく。

②　 自身で昼食後薬を服用する。スタッフは服用したか確認し、服用してない時は服用の声がけをする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	1- 1予定表（月・金）を見せ、時間の声掛けをし、自発性を引き出せるような促しをする。

①-2継続して作業を行うことが出来るように声掛けをする。


	達成度50％、
・脳活プログラム（思い出語り・コグ二サイズ）時は、声掛けに参加出来ている。

・作業療法では、自分から作業を行うことはなく、スタッフの促しにて取り組まれている。しかし、最近では、作業に色々声掛けをしても拒否する事が多々みられている。

・作業療法に取り組めても、集中出来ず、作業速度はゆっくりである。
・自宅では何もしていないとのこと（自宅での役割はない）。
	・周囲が気になり、集中力が持続しないこと、作業理解が乏しいことから、就労は難しいのではないかと思われる。

・何かをやるという意欲が下がってきていると思われる結び家と情報共有し、可能と思われる作業を提供し、作業に取り組めるようにする。作業を行う際には、作業内容を考慮し、本人のペースや疲労度を考慮し、声掛けや促しをしながらすすめる。

	②　自身で昼食後薬を服用する事が出来る。
	達成度50％
・衣類のポケットに昼食後薬を入れていることが多い。弁当を片付け、水を準備し、服用しているが、時々、テレビを観ながら、ぼんやりされていることあり、声掛けすると、思い出したように行動している。
	・服用出来てないこともある為、服用したか声がけをする確認は必要である。担当医に情報提供し、内服薬の調整について、検討していただくことも必要と思われる。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	認知症の進行を防止する。
	①脳活性化プログラムに自発的に参加する。

②忘れずに昼食後薬を服用する事が出来る。
	1 -1予定表（月・金）を見せ、時間の声掛けをし、自発性を引き出せるような促しをする。

①-2継続して作業を行うことが出来るように声掛けをする。

②　自身で昼食後薬を服用する事が出来る。
	①-1 脳活性化プログラムに集中して取り組む事が出来る。スタッフは参加状況を確認し、出来ていない時には声掛けをする。

①-2 作業を15分間継続して行う。スタッフは始まる前の声掛けと作業状況を確認し、必要に応じて声掛けをしていく。

②　 自身で昼食後薬を服用する。スタッフは服用したか確認し、服用してない時は服用の声がけをする。


